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【 理工学群応用理工学類】

標準的な解答例又は出題意図

数学2
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Q # -3. a 千 2

a= -3の場合

a=2の場合

C1= - ]/4, C:= -5/4, C3= 1/4, C4=5/4 
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(2) A 1、2 = cos0 士i sin8 

(3) 出 ＝ （｛）
西 ＝ （言

(4) A'l = (cos(no)- sin(no)
sin(no) COs(no)) 
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標準的な解答例又は出題意図

B(r)={芦 （円筒の外側r>b)

0 （円筒の内側r< a) 

B の向きは C の接線ベクトルの向き（反時計回り）。

v油(r) = {—: 
<f;(r) = C1 ln(r) + C2 

（円筍の外側 r> b) 

（円筒の内部a�r�b)

（円筒の内側r< a) 

(ClおよびC共和分定数）

円筒の内側は、<J,(r)= C3 ln(r) + C4 （らおよびらは積分定数）

円筒の内部は、<J,(r) = -t戸＋ C5 ln(r) + C6 • (CおよびC6 1ま積分定数）

3つの領域で計6つの和分定数があり、r=O、a、bにおける条件を考慮すること
で一意に決定できる。r=a、b における条件は以下の通り。
r=aにおいて、¢が連続である(¢(a)I内f!l_1J= ¢(a)I内部）

r=aにおいて、円筒の内側のc 竺と内部のE 竺が等しい（電束密度ベクトルの大
° 

dr dr 

きさが連続）。
r=bにおいて、¢が連続である(<f>(b)I内部＝¢(b)I外f!l!l)

r=bにおいて、円筒の内部のC 竺と外側のE。翌が等しい（電束密度ベクトルの大
dr 

きさが連続）。
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化学1
1. 

(]) ア [H1[A]
[HA]

イ [WJ=[A―] +[Off]

ウ [W]([W] - [OH-])
CHA ― ([W]-[OH-]) 

工 [HtF - K、V

CHA 

才 V Kact[A +Kw 

力 6.70 

(2) CHA は3 X 10-4M であり，pHが6から7の間にあるならば[H+]は最大で
もI X 10-6 M, [OH―]は[W]よりも小さい． CHA は[H+]よりも100倍以上
大きい値になるのでこの近似が成立する． （］03字）

2. 
(1) 1.8 X 10-20 J

(2) 5.6 X 1022 s-1

(3) 4.2 s 



令和 7年度

試験名：学群編入学試験 【 理工学群 応用理工学類】

区 I
刀
ヽ

化学2
1 

2 

3 

標準的な解答例又は出題意図

H �.:H H H
●● ●● ゼ ．． 

(1) H :c: せ： o: : C:H (2)H ・臣 c:: N:．． ．． ．． ．． ． ．． 
H H H 

H 
(3) せ••5．． •• ••

H 

て入
k
入

(2)

H
M。H

(3) 人

(1) (
` 0) 〇。H

N02 



4
 

l

吠

I(l) `-'l,,―ざーロ
I （：□ 三＋ 1

0

+HO+

i 

(3) /0゜ ー芯ー：ocH3+CIO

' 

5 1 (1）ジジヽ(2) CH3-0-i-／
二

;3)�CI
゜

＼ 
6 I H 

l I K'1:3 "'H K'-\‘晶
CH3 

I ねしれ型 雷なり型

I 




